
「共感力を伸ばす教育・学習と環境教育」と「女性のエンパワーメント向上による持続可能な社会の創成」を
基本テーマとして、情報コミュニケーション技術、科学分析・測定を用いた実践的研究を行っています。
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2014年度卒業研究テーマ 卒業生の就職動向

情報、医療・福祉等に多くの卒業生が就職しています。この分野は女性が活躍しやすく働きやすい環境の
ようです。これに続く分野として、金融・生保・損保・不動産・物流が挙げられます。この分野では幅広
い知識を持ち、企業の社会的責任をよく理解した人材として採用され、新しいまちづくり・人づくりに貢
献しできる仕事をしているようです。
数年前の卒業生の中には、教員・公務員として就職した者もおり、長く働いています。

具体的な就職先の例を以下に挙げておきます。
教員・公務員 ： 公立中学教員(理科、特別支援)、私立高非常勤講師（情報）、警視庁
情報 ： NEC、富士通FIP、ヤマトホールディングス
金融 ： 栃木銀行、常陽銀行、ゆうちょ銀行、
総合職： ダスキン

トピックス

学生に伝えたいこと

私たちは、これまでの社会が持つ様々な課題に直面しています。これらの課題がど
のような原因で起きているのか、またどう克服していったらよいのか、これらを知
ることはとても大変なことに思えます。その中で、柔軟な思考を持って多くの人の
様々な見方を学びながら自分はこう思う、というものを形作っていくことが一つの
やり方ではないでしょうか。若い皆さんにはこれからのよりよい社会づくりに積極
的に参加してもらいたい、と願っています。

主な論文・プロシーディング等
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研究室の基本テーマ①
共感力を伸ばす教育・学習と環境教育

ここでは「環境教育」をより幅広く、
「社会的集団・文化の向上」を目指す教育
と捉えます。
そこでは「グループに参加し、メンバー

とのコミュニケーションを通して課題を解
決する能力」を伸ばすことが重要となりま
す。
そして、この教育のよりどころとなるの

が人間が持つすばらしい能力「共感力」で
す。「共感力」を伸ばす教育・学習につい
て実践を通して研究しています。

研究室で用いる知識・技術②
放射線計測・蛍光Ｘ線成分分析・イオンクロマトグラフィー

研究室の基本テーマ②
女性のエンパワーメント向上による持続可能な社会の創成

※エンパワーメントは社会的・経済的・政治的な力を意味しています。

しかるに、日本の女性のエンパワーメントを表す指標(GEM)
は低いままです。建学の精神「女性の自主自律」は現代におい
て、「持続可能な社会を創成するための女性のエンパワーメン
ト向上」として新たな意義を持ち始めています。

研究室で用いる知識・技術①
情報コミュニケーション技術(ICT)

ここ10年の国連の2つ
の取り組み(ESD、SDGs)
によって、持続可能な社会
の創成には、女性のエンパ
ワーメント向上が必要不可
欠であることが明らかとな
りました。

共感力を伸ばす環境教育を目指した卒業研究
都市公園の環境教育への活用について 工藤真希

子どもの環境コミュニケーション能力向上を目指した
情報ツールの活用 坂井那帆、竹内美幸

実地・意識調査を通してみたエコツアーの可能性
鵜沢南見、村上香保里

原子力と環境教育 山本志織

女性のエンパワーメント向上を目指した卒業研究
十条活性化プロジェクト2014 摺木雅、中田美沙、西部理沙

ICTを活用した卒業研究
サーバー＋スマートフォンアプリのデジタルマップへの
活用 鈴木翔子、森桜子、飯野絢子

放射線計測・成分分析を活用した卒業研究
元素分析を通じた環境教育の実践研究 風戸真里奈、島村英里

また、対面が基本である人間のコミュニケーションの中に急激
に入り込んできているICTの特徴を学び、よりよいコミュニケー
ションのためにこれを活かす方法について考えていきます。

ICT技術を用いた、地域環境の課題
に対する実践研究を行っています。

環境に関する情報は時間的・空間
的に広がっています。そこで、こ
こではその情報を蓄積し表示する
ためのデータベースの技術・地理
情報システム(GIS)を用います。

物質循環に着目すると自然の営力による物質
循環を調べることができます。
これよりも人間活動による影響が上回ること
で環境問題が現れてきます。

原発事故による放
射能問題も大きな
課題です。
これらの課題に取
り組むため、放射
線計測・成分分析
の装置を用いた研
究を行っています。

2015年6月27，28日に3年ゼミ生が板橋
区の「環境なんでも見本市」に「ウォーキ
ングマップ作り」のタイトルで参加しまし
た。そこで板橋区松島道昌議員に興味を
持っていただき、板橋区との協働に向けて
動き出しています。

2015年9月12，13日、いたばし総合ボ
ランティアセンターで開催される「いまを
学び未来（あした）を創るいたばし会議」
に研究室で参加する予定です。


